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建
設
課
・
建
設
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
７

定
住
促
進
住
宅
建
設
費
補
助
事
業

　
定
住
の
た
め
に
住
宅
を
新
築
さ

れ
る
方
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
主
な
内
容

　
以
下
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場

合
、
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
２
部
屋
以
上
の
居
住
室
、
台

所
、
ト
イ
レ
お
よ
び
浴
室
を
備

え
た
住
宅
を
新
た
に
建
築
す
る

場
合
。

・
新
築
す
る
住
宅
は
、
ご
自
身
が

10
年
以
上
居
住
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
場
合
。

・
新
築
の
住
宅
床
面
積
が
50
平
方

㍍
以
上
２
８
０
平
方
㍍
以
下
で

あ
る
場
合
。

【
補
助
の
対
象
】

（
基
本
額
）

・
住
宅
の
新
築
に
要
す
る
経
費

の
１
０
０
分
の
5
以
内
と
し
、

30
万
円
を
限
度
。

（
加
算
額
）

・
町
内
に
事
務
所
を
有
す
る
建
築

業
者
の
元
請
に
よ
り
新
築
す
る

場
合
は
、
30
万
円
を
加
算
し
ま

す
。

・
主
体
構
造
材
の
40
㌫
以
上
に
お

い
て
大
井
川
産
材
を
使
用
し
て

新
築
す
る
場
合
は
、
30
万
円
を

加
算
し
ま
す
。（
大
井
川
産
材
と

は
、
川
根
本
町
及
び
島
田
市
の

区
域
に
お
い
て
産
出
さ
れ
た
木

材
を
い
い
ま
す
。）

・
申
請
日
に
お
い
て
、
申
請
さ
れ

る
方
に
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ま
が
い
る
場
合　
お
子
さ
ま
１

人
当
た
り
50
万
円
を
加
算
し
ま

す
。（
た
だ
し
３
人
を
限
度
と
し

ま
す
。）

※
工
事
着
手
30
日
前
ま
で
に
交
付

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
以
上
の
条
件
に
全
て
該
当
さ
れ

る
と
２
４
０
万
円
の
補
助
額
と

な
り
ま
す
。

建
設
課
・
建
設
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
７

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ-

０
」と
は
、
予
想

さ
れ
る
東
海
地
震
に
お
い
て
建
物
倒
壊

被
害
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
た
耐
震

化
事
業
で
す
。

　
ご
自
分
、
ご
家
族
の
身
の
安
全
を
守

る
た
め
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
や
必
要

な
耐
震
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ-

０（
倒
壊
ゼ
ロ
）

�

総
合
支
援
事
業

■ 主 な 内 容

わが家の専門家診断事業 専門家による耐震診断が無料で受けられま
す。

木造住宅補強計画策定事業

補強箇所、工事費を検討する補強設計に対
して、費用の 3 分の 2 以内を補助します。

（上限：通常 96,000 円　高齢者のみの世
帯 144,000 円）

木造住宅耐震化補強事業

補強計画に基づいた耐震補強工事費用を補
助します。基本額 30 万円 + 加算あり（上
限 50 万円）。（工事内容は、壁や基礎の補
強や屋根の軽量化が一般的です。耐震補強
の内容によって、税金優遇措置が受けられ
る場合があります。）

が け 地 近 接 危 険 住 宅
移 転 事 業

がけの崩壊等により住民の生命に危険を
及ぼす恐れのある区域に存する危険住宅
の移転事業を行うものに対し、10 分の
10 以内を補助します。（住宅 1 戸につき、
802,000 円を限度とする。）

ブロック塀等撤去事業
道路に面した、倒壊の恐れのあるブロック
塀の撤去費用を補助します｡

（上限 10 万円）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18
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島
田
土
木
事
務
所　
☎ （
37
）５
２
７
２

◇
日
時　
平
成
28
年
８
月
19
日（
金
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
会
場　
島
田
市
民
総
合
施
設
「
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
」

１
階
展
示
ホ
ー
ル
お
よ
び
玄
関
前
広
場

◇
内
容

　
大
井
川
に
関
連
す
る
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
に
よ
り
、大
井
川
の「
歴

史
文
化
」「
生
き
物
の
紹
介
」「
楽
し
さ
」「
怖
さ
」な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

す
。
パ
ネ
ル
展
示
、
水
力
発
電
の
仕
組
み
、
ミ
ニ
水
族
館
、
笹
舟
作
り
、
石
磨
き

な
ど「
見
て
」「
体
験
し
て
」楽
し
く
学
べ
る
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
す
。

第
18
回
大
井
川「
川
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す

産
業
課
・
農
業
室　
☎（
56
）２
２
２
６

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会・

新
規
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会

　
農
業
者
年
金
は
農
家
の
み
が
加
入
で

き
る
公
的
年
金
で
す
。
こ
の
た
び
、
静

岡
県
農
業
会
議
の
相
談
員
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
・
会
場

は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
加
入
者
、
受
給
者
の
方
、
ま
た
加
入

を
検
討
中
の
方
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

新
規
就
農
相
談
会

　
町
内
へ
の
就
農
を
お
考
え
の
方
を
対

象
と
し
た
就
農
相
談
会
を
下
記
の
通
り

実
施
し
ま
す
。
当
日
は
町
の
担
当
者
が

研
修
制
度
、
補
助
制
度
な
ど
様
々
な
ご

質
問
・
ご
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
就
農
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
28
年
８
月
29
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

会
場　
役
場
総
合
支
所　
１
階
相
談
室

※
参
加
予
定
の
方
は
、
役
場
産
業
課
ま

で
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
総
務
課　
☎ （
58
）２
５
５
５

　
６
月
21
日
、（
株
）ケ
ー
ブ
ル
テ
ク
ニ
カ
の
山
田
典
秀
取
締
役
管
理
本

部
長
が
役
場
総
合
支
所
を
訪
れ
、
町
教
育
委
員
会
に
書
籍
「
お
い
で
よ

森
へ
」
20
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
書
籍
は
、
同
社
も
一
員
で
あ
る
矢
崎
グ
ル
ー
プ
の
設
立
75
周
年

を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
75
㌻
に
わ
た
っ
て
地
球
環
境
の
現

状
や
森
林
資
源
の
恵
み
、生
態
系
の
豊
か
さ
な
ど
を
写
真
、イ
ラ
ス
ト
、

漫
画
で
紹
介
し
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
小
中
学
校
お
よ
び
県
立
川
根
高
校
に
２
冊
ず
つ
配
付
さ
れ
た
ほ

か
、
町
文
化
会
館
と
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
に
も
配
架
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
球
環
境
へ
の
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
に▲㊧山田取締役管理本部長から

書籍を受け取る㊨大橋教育長
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